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雪村筆肌々鳥図の制作背景
Circumstances of the Production of the Painting of "Hahachõ" by Sesson 
山田烈
YAMADAIsao 
Sesson Shükei is known as one of the most はじめに
important painters of the Muromachi Era. Today 
about 200 paintings have been confirmed as 
his work by scho1ars， but as a Suiboku painter， 
neither his wandering 1ife of visiting Odawara， 
Kamakura and Aizu， nor the y ear of his birth and 
death is known. T here are two inscriptions on 
Sesson's works by Keisho Shüzui， a Zen Priest of 
Engaku-ji Temp1e. 
In this article， the author examines these 
inscriptions on Sesson's works by Keisho Shüzui， 
especially in the case of the painting of "Hahachõ"， 
and introduces the fragments of his documents in 
the 16th century， the so-called Sengoku Period in 
the Kantõ district. He be1ieves that these historica1 
fragments are very va1uab1e for considering 
Sesson's 1ife and works. The author a1so notes that 
the production of Sesson's works to be considered 
in re1ation to various circumstances in the entire 




































て、 本格的な雪村研究はス タートしたが、 展覧会として
は現在からちょうど30年前に東京国立博物館で「特別展










された。 田中一松・中村渓男両氏は r雪舟・雪村JJ (水
墨美術大系第七巻、 講談社、 昭和48年) で二大巨匠の並
称を決定的なものとされた。 次に赤沢英二氏の「室町の
水墨画JJ(日本美術全集第十六巻、学習研究社、昭和55年)、
亀田孜氏の r雪村JJ (日本美術絵画全集第八巻、 集英社、
昭和55年)があり、 衛藤駿氏により『雪村周継全両集』
(講談社、 昭和57年)が刊行された。 中島純司氏は『祥

















か。 実際私たちは、 その手 がかりをほとんど持っていな
し=。
したがって、 まずは近世の文献で最も注目されてきた






僧雪村、 韓周継、 号鶴船翁老、 佐竹一族、 而常州部垂
村田郷人也、 其父廃雪村、 而欲立其庶、 因之、 薙初髪為
僧、性好画、慕雪舟之筆法、終約師弟之義、所学不失天真、
j護墨雅淡、 務去華藻、 大抵略出新意、 所用筆、 狂逸而有
奇思、 長於山水人物花鳥次之、 雪舟之徒弟、 屑多也、 継
在其左、 声聞独高、 或謂雪舟、 在西辺、 雪村居東極、 未
曾面、 只見画跡、 而為師弟、 故不相似、(但)不作倭画l
なお『素川本図絵宝鑑」に「播州宝林寺雪村赤松寺ノ
和尚也」とあるのは、 一山一寧の法隔で、 入元の後、 赤
松則祐の帰依を受け播磨法雲寺および宝林寺開山、 その















なり多いと言える。 戦前2点、 戦後まもなく2点、 半分
以上が昭和50年頃以降の指定である。
指定順に挙げてみると、 琴高群仙図(昭和13年、 京都
国立博物館蔵)、 風涛図(昭和16年、 野村美術館蔵)、 松
63 
鷹図(昭和24年、 東京国立博物館蔵)、 呂洞賓図(昭和
28年、 大和文華館蔵)、 竹林七賢図扉風(昭和49年、 畠山






















































































































































































































































書刊行会) によれば、「肌寄鳥」、 肌々鳥、 捌々鳥とも。
ひよどり
支那の鳥、 鵜に似て蹟あり、 群を成して生息、 舌長く其
尖爪の如し、 これを切れば能く諸鳥の声を発す、 唯人語
を能くせざるのみ、 とある。 次に、 金井紫雲「東洋画題
綜覧�(昭和18年、 平成 9年復刻、 閏書刊行会) によれ














































い。(下略) Jとされる24。 さらに衛藤駿氏も、 本作品を
「雪村以外のなにものでもない孤高な画境が展開されて
いる」と解釈された25。 さらに中島純司氏は「雪村もま













































なお、 イバラ、 カラ タチ類の荊東京はr碧巌録」によれ






































































































































































るので、 鎌倉周辺の禅宗寺院かと思われる。 なお、 この
資料名は所蔵者により「済悦禅師江湖疏」から、 現在は




謹啓上累年雄稔道声、 未拝慈容、 台履多福、 珍重、 何大
覚禅師真蹟金剛経、 前年於野州壬生瑞松寺拝覧、 寒天下











字也、 円印者蘭渓二字也、 蘭渓者大覚之尊号、 世人不
知彼筆跡、 故往々有疑、 両箇印明鏡也、 四印道人、 秘在







年余、 其以後、 慶長年中常楽寺末寺ニ相成、 来綿麟撮大
和尚開山ニ而、 巳年迄百年余、」とある。
さらに、r江戸幕府寺院本末帳集成」上38によれば、







去帳」に綱房、 綱雄、 義雄の記載がある。 常楽寺は、 寛
正3年(1462) 創建、 曹洞宗向陽山と言い、 一洲正伊の




物館蔵39、 図4と6) は、『水墨美術大系第七巻 雪舟・











































四十二丁)(3巻3冊、 文政9、 10年版ほか・ 昭和51

































去帳」により一般に胤業、 綱重、 綱房、 綱雄、 義雄に位
置づけられているが、 急激な没落により、 後嗣の断絶等
で系譜は疑問が多いとされている。 先に述べた綱長も周





















































3 文化庁監修『国宝・重要文化財大全』別巻( 毎臼新聞社 、 平
成12年)
4 山下裕二『日本美術の二O世紀』晶文社 平成15年







8 矢代幸雄 『日本美術の恩人たち』文芸春秋新社 昭和36年
9 林進「雪村小伝ー その画境の源を追って」 瀬戸内寂聴・林進
『雪村』水墨画の巨匠第二巻 講談社 平成7年、成瀬不二雄「雪
村周継の画論『説門弟資云』についての疑い」美術史論集創刊
号 神戸大学美術史研究会 平成13年、 小川知二「雪村の画論
『説門弟資云』についてJ 東京学芸大学紀要 第55集 平成16
年









11 赤沢英二r雪村研究』中央公論美術出版 平成15年、 小川知
二「雪村の初期作品 について一常陸との関連一」鹿島美術財団










18 絵画と画賛の関係を探る にあたって 、 以下の島尾新氏の論文
が示唆するところ多い。 島尾新「雪舟筆破墨ÚJ水区IJ 11禅林画




























33 IF詩経・楚辞JI(目加田誠訳) 中国古典文学大系第15巻 平凡
社 昭和44年




員会 昭和41年、『壬生町史』通史編1 (特に第二章) 壬生町









文書JIF鎌倉市史』史料編第三・ 四所収 吉川弘文館 昭和33
年
37 東京都荒川秀俊文書
38 IF江戸幕府寺院本末帳集成』雄山閣出版 平成11年 (第2版)




ついては「正木美術館出品 目録J20号 昭和田年、 紙本墨書、







45 IF角川日本地名大辞典』第9巻栃木県 角川書届 昭和59年
46 IF宗長日記』、『東路の津登』等。 岩松尚純に関する拙稿を参照
されたい(註50参照)
47 玉村竹二 ・井上禅定『円覚寺史』 春秋社 昭和39年
48 今泉淑夫「 足利学校学徒表稿J日本歴史428号 昭和59年、
伊藤幸司『中世日本の外交と禅宗』古川弘文館 平成14年、 そ
の第三節第二章 「中世後期の臨済宗幻住派と対外交流」にお い
て、「琉球、 博多、 京都、 関東足利学校を結びつける禅林内の
人的関係は、「幻住派」のネットワークと重なる面が多々ある」
と指摘されている。 パーパラ・B・ フオ}ド「雪村周継の回復」











(補註) 正木美術館蔵「景初周随墨蹟 江湖疏」について、 若干
補足しておきたい。 この資料は、 註41の『墨の彩一大阪・正木
美術館三十年一』カタログに 、 高橋範子氏により、 一部の文字
を除いて活字化 されている。 末尾に8人の禅僧の署名と印があ
る。 最上段に「前円覚紹俊」とあり、その左に興欽、二段目に「前
禅輿省輔」とあり、 その左に局岳、 三段目に 「前禅興栄繁」と
あり、 その左に法淑、 最下段に 「前禅興党栴」とあり、 その左






福源叔悦大禅師」とあるのは、 牧松 筆山水図の周岳の署名に あ
る寺院名と同ーと思われる。
執筆者
山田 烈 芸術学部 美術史・ 文化財保存修復学科






















































1571 j草底月図、 款記八十歳(80、 68)
1572 「牡丹鷺ノ絵、 行年八十一継雪村老筆J( li古画備考.n ) 
1572 「行年八十一歳継雪村老筆J(li画師姓名冠字類齢、.n)
1573 濡湘八景図扉風、 款記八十二歳(82、 70)
1577 漏湘八景図扉風(八十六歳と読む場合)
1577 「行年八十六歳塵外老雪図之J(li弁玉集.n)
1579 渡唐天神図(策彦周良賛)
※1504年説では以下のようになる。
・三春隠棲の時期 天正元年(1573)
・竹林七賢図扉風 天正2年(1574)
• 1.草底月図 天正11年(1583)
-濡湘八景図扉風 天正13年(1585)
※86歳作の場合は、 天正17年(1589)
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